
 

 

 ７月1５日 自動車補修用リサイクル部品の規格策定に関する研究会 

いつも身近な存在でありたいと思っています 
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 こんにちは、近藤です。7月15日、経済産業省に

おいて開催された「自動車リサイクル部品の規格策

定に関する研究会」に出席しました。本年1月に第1

回の研究会が始まってから、今回がまとめの5回目と

なります。経済産業省が事務局となり、有識者や業

界関係者、自動車リサイクル関連団体などが委員と

して参加、わたしも14名の委員の1人として参加し

てきました。 

 自動車リサイクル法はリサイクル業者に対して、

「使用済み自動車から有用な部品を分離して部品そ

の他製品の一部として利用することができる状態に

すること」を求め、リサイクル部品の活用促進を目

指しています。 

 一方でリサイ

クル部品の利活

用を促進するた

めには、リサイ

クル業者による

部品供給だけで

なく、製品情報

が適切に提供さ

れることが不可欠です。 

 この研究会は自動車リサイクル部品の普及に向け、

リサイクル部品の情報提供、共有のあり方、その実現の

ための規格策定の方向性の検討を目的として開催されて

きたものです。 

 これまでの会議では、リサイクル部品の現状と課

題、業界における取組、規格策定の方向性、リユース部

品およびリビルト部品の範囲、信頼性の担保のあり方、

情報提供のあり方、規格活用の効果および今後の課題に

ついてなどの議論が展開されました。また、今後は各項

目について具体的な議論がなされていく予定です。 

 私個人としては、供給者側ではなく、消費者側の目

線に立ったものが必要と考えています。 

経産省、環境省

「自動車リサイ

クル法の本格施

行に向けて」等

より作成 



 

 

今月は 生産部の 山下 宣浩さんからコメントをいただきました！ 

 皆様こんにちは、農業事業部の畠中です。７月は先月に引き続き収穫の最盛期です。会宝農園では、通年で安定

的に収穫ができるように、5棟あるハウスごとに栽培の時期をずらしています。７月初めに収穫を終えたD棟で

は、株の撤去作業や鉢上げという植え替え作業を行いました。また、E棟では、収穫が最盛期を迎えています。こ

の時期は成長が早いのですが、予想以上に早くすでに４段目まで収穫が終わってしまいました。このままでは、C

棟の収穫が本格化する前に、収穫が終わってしまいそうな勢いです。7月は、このように多くの作業をこなさねば

ならないのに加え、ハウス内の温度管理もしっかりしないとトマトの生育に大きな影響がでてしまいます。今が一

番頑張りどきです。最近はIT技術が進歩して、温度、湿度、肥料、水分などを自動でできるシステムが登場してき

ました。当園でもある程度自動化して管理していますが、収穫やわき芽とりといった作業は、人の手で一つ一つ丁

寧に行っています。「手塩にかける」という言葉がありますが、文字通り手塩にかけて育てています。 

 ７月は、トマトにとっても私たちにとっても、体力が消耗しやすく、管理をしっかりと行っていかなくてはなら

ない重要な時期です。品質を落と

すことなく皆様方に美味しいトマ

トを今後とも提供していけるよう

に従業員一同尽力していきます。

左写真：株撤去の様子 

右写真：下の実を採りつくしてし

まった様子 

 皆さまこんにちは。生産部の山下宣浩です。業務は使用済み自動車から、輸出用エンジンや

各種パーツの生産を行っています。 

 私の趣味は野球です。現在、高校の時の先輩に紹介して頂いたチームで早朝野球をしていま

す。朝の5時30分から試合が始まり6時45分まで行います。その後グランドの整備を行って

から出勤となります。今年で早朝野球を始めて10年が経ちますが、さすがに眠いです。しか

し日の出とともに大好きな野球ができるのはとても楽しいです。野球は9人集まらないと出来

ないスポーツですが、朝が早いために人数を集める事も一苦労です。だからこそ野球が大好き

なメンバーでする野球は格別です。よく“○○を好きな人に悪い人

はいない“と言いますが、早朝野球はまさにそれに当てはまると思

います。このような仲間たちと野球が出来る事に感謝し、仲間を大切

にこれからも頑張っていきたいと思います。 

 野球を通して学んだチームワークを会宝産業でも活かし、社員の

皆さんとうまく連携をとり、仕事のしやすい明るい元気な会社にし

ていきたいと思います。 

生産部  

山下宣浩さん 

     収穫まっ盛り 第２弾 



 

 

  

 

 

 こんにちは。8/3（日）に第 4 回会宝リサイくるまつりを開催します。リサイくるまつりには会宝産業の全役員・社

員がスタッフとして参加し、それぞれが必ず 1 つ役割を担います。ご来場の皆さまに楽しんでもらう為にどうすれば良

いかを、各担当ごとにミーティングを重ね

て考え、自主性をもって準備をします。 

写真は“駐車場誘導班”です。炎天下を走

り回るため体力が必要。当日トラブルも無

く、ご来場者の皆さまをスムーズにご案内

するために、綿密な話し合いをしている様

子です。 

 今年は青色のユニフォームを着た会宝産

業スタッフ一同がお待ちしております。 

是非ご来場ください！(担当：松本) 

  改善提案の事例 

   今月のパチリ☆ 

「元気ライスプロジェクト(写真１枚で参加できるボランティア活動)」 
「写真を送る」という行動を、起こしていただいた皆様に感謝です。 

今後も出来ることから、進めていきますのでよろしくお願いします。 
 

●進捗報告 

2014年7月31日現在 5,957SMILE(1,548日経過) 

こちらをクリックして下さい！ 

 

 こんにちは、経理部の近藤瑞加です。私の改善提案は、携帯電話の通話料金の見える化です。 

携帯料金を毎月表とグラフで表す事により、自分がどれくらい電話をしているのかが一目でわかる

ようになりました。また、前年度分の通話料金も表の中に入れる事により、前年対比が確認でき、

電話料金の傾向もわかるようになりました。 

 見える化になった事で、急に料金が上がった時などは、表やグラフをもとに原因を探る

ようになりました。見える化と共に具体的な事例も伝えることで問題をより共有できるよ

うになりました。 

 また、傾向を知る事によりプランの変更なども個別でできるようになりました。みんな

の意識が高まった事もあり、前年度より約12万円の携帯電話料金削減になりました。 

     

http://www.kaiho.co.jp/jp/sp/project/smile28.html


 

 

会宝人十ヶ条について ～社員の声～ 

  

 五条には「健康管理のできる人間」と書かれています。自分自身が健康でいられるという事に、まず感謝

する事が大切だと思いました。 

 また「規則正しい生活をする」とも書かれています。私自身もおかげ様で会宝産業に入社してから規則正

しい生活をするようになりました。その結果早起きが習慣になりましたし、目覚ましのアラーム5分前に自

然と目が覚める事さえあります。 

 一方で仕事を通して心や精神を磨き、客観的に自分自身を見つめ直す事も大切だと思います。客観的に見

るためには、自分自身の視野を広げる努力をしたり、相手の意見を受け入れる素直さも必要です。 

 常に心（精神）も体も健康であり、お客様に喜びをお届けできる会宝人になれるように、今後も日々努力

していきます。（担当：大森） 

 8/3(日)に「会宝リサイくるまつり」を開催いたします。今年で 4 回目になりますが、昨年は 4,286 人の

方にお越しいただきました。( 昨年の様子 http://www.kaiho.co.jp/jp/news/2013/08/news-1396.html ) 

 今年も多くの方に足を運んでいただきたいと思います。ぜひお気軽にお越しください。 

 このイベントの開催には、「リサイクル」をもっと身近に感じ、「もったいない」ということに向き合うきっ

かけをつくるという目的があります。当日は毎年大人気の「くるま解体ショー」、お子さんに人気の「ザリガ

ニ釣り」や「かぶと虫/クワガタ虫のプレゼントくじ」だけでなく、その他にも「縁日コーナー」「チャリティー

オークション」など楽しいイベントをご用意してお待ちしております。（担当：佐藤） 

 今月のおまけ     ～ 第４回 会宝リサイくるまつり ～ 

〒920-0209 金沢市東蚊爪町1-23-3 

会宝産業株式会社 

ホームページもご覧ください。 

http://www.kaiho.co.jp/jp/ 

ご意見ご要望はこちらまで 

soumu@kaiho.co.jp（担当：宮村） 

〒920-0209 金沢市東蚊爪町1-23-3 

車輌課 （車輌引取り・査定） 

TEL  076-237-5133 

FAX  076-237-1950 

Email : sales@kaiho.co.jp 

部品課 （部品注文/担当：大森・鹿野） 

TEL  076-237-5138 

FAX  076-237-6090 

Email : kokunai@kaiho.co.jp 

  五条    健康・健全・健美である 
   自分は自分だけのものでは無い。 

   家族、お客様、会社にとっての“宝”である。 

 7月度実績 

入庫台数 1,292台   

処理台数 1,320台 

ありがとうございます 


